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平成30年
第4回 定例会

（8月29日〜9月21日）

　
平
成
30
年
第
4
回
定
例
会
が
24
日
間
の
会
期
に
渡
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
町
長
提
出
の
報
告
4
件
、議
案
6
件
、

認
定
6
件
が
あ
り
、
す
べ
て
原
案
通
り
「
可
決
」「
認
定
」

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
2
件
の
う
ち
、1
件
は「
継

続
審
査
」
と
し
、
1
件
は
「
不
採
択
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、議
員
提
出
の
意
見
書
8
件
の
う
ち
、4
件
を
「
可

決
」、
4
件
を
「
否
決
」
と
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
4
日
間
に
渡
り
活
発

な
議
論
を
展
開
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
町
政
を
問
い
ま

し
た
。

発議第 3 号認定第 1 号
平成 29 年度三芳町一般会計歳入歳出決算認定に対する附帯決議

平成29年度の決算を   認定しました
平成 30 年 第 4 回三芳町議会定例会

一般会計歳入総額

134 億 443 万 4106 円
前年度に比べ 9 億 4167 万 8501 円の減

一般会計歳入歳出の差引残額

7 億 3404 万 7969 円

一般会計歳出総額

126 億 7038 万 6137 円
前年度に比べ 8 億 4217 万 8914 円の減

１．決算書及びその附属資料に関しては、上程前に各課において内容を精査
し、数字及び内容に誤りがないようにすること。
特に決算書に関しては、数字はもとより費目、備考に関しても十分に精
査し誤りがないようにすること。

２．一部の委託費用について業者からの値上げ要求があったが、業者からの
値上げ要求については値上げの根拠の説明を業者に要求し、その根拠の
内容及び妥当性を十分に精査すること。

上記に関して今後の改善を求める。

以上、決議する。
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平成29年度の決算を   認定しました
平成 30 年 第 4 回三芳町議会定例会

輝

　町税の増額等
によって数値的にも内容的にも財
政状況は好転していると捉えた。
三芳スマート IC フル化事業の延
期の答弁が初めて議会にされた。
大型事業は町民の関心も高く、大
きな変更発生時はその都度議会へ
の報告が必要では。しかし非常に
努力された決算内容であると考え
賛成する。

賛
成

公明党

　財政状況の厳
しい中、防犯灯の LED 化等様々
な事業の展開や財政健全化に向け
た努力を評価する。住民ニーズに
対して優先順位による行財政運営
に努め、防災対策、交通安全対策、
アレルギー対応食の早期実施に努
めるよう要望し賛成とする。

賛
成

日本共産党

　財政状況を理
由に様々な施策が縮小されてきた
一方で三芳スマート IC フル化・
大型車への車種拡大に多額の税金
が投入されている。北松原第 2 公
園築造、読み愛・読書のまち図書
館事業、防災施策の推進など評価
すべき点もあるが、今後更に町民
の生活に寄り添った予算にするこ
とを求める。

◆敬老祝金支給事業　　141 万円　　
　満 88 歳　107 人（1 万円）
　満 99 歳　3 人（2 万円）
　満 100 歳　6 人（3 万円）
◆公園等施設整備事業　　4116 万円
北松原第 2 公園（藤久保 3 区）の築造工事
◆道路改良事業　　8801 万円
＊都市計画道路（鎌倉通り）の歩道舗装・障がい者誘導ブロック布設・横断防止柵・道路照明灯等を設置
＊みらい通りと国道 254 号交差点の歩道舗装・押ボタン信号機移設等
◆ふるさと納税推進事業　　1 億 1838 万円（謝礼品等）
　寄付者　3367 人　  寄付総額　2 億 926 万円
◆スマート IC 利便性向上促進事業　　1 億 5036 万円
三芳スマート IC フル化整備等について
三芳中学校前交差点、セントラル病院前交差点、町道幹線 14 号線等

一 般 会 計 決 算 　 歳 出 の 主 な 事 業

公園等施設整備事業

スマートIC 利便性向上促進事業

道路改良事業
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問

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
謝

礼
に
つ
い
て
は
。

答

返
礼
品
は
約
２
０
０
品

目
あ
る
。
そ
の
内
、
町
内
品

１
８
５
品
目
、
町
外
品
15
品

目
で
あ
る
。
総
務
省
に
は
実

情
を
話
し
て
い
る
。
今
後
問
題

が
あ
れ
ば
考
え
て
い
き
た
い
。

問

高
齢
者
運
転
免
許
証
自

主
返
納
50
万
円
の
成
果
は
。

答

交
通
系
IC
カ
ー
ド
37
名
、

タ
ク
シ
ー
12
名
、
運
転
経
歴

証
明
書
15
名
、
バ
ス
券
8
名

だ
っ
た
。
申
請
方
法
、
費
用

対
効
果
等
を
含
め
て
検
証

し
、
今
後
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

の
主
な
要
因
は
。

答

補
助
金
等
検
討
委
員
会

の
開
催
が
1
回
に
な
っ
た
こ

と
、
藤
久
保
地
域
拠
点
構
想

検
討
謝
礼
が
国
交
省
Ｐ
Ｐ
Ｐ

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
活
用
し

た
た
め
無
償
だ
っ
た
こ
と
、

政
策
研
究
講
座
の
講
師
の
単

価
が
安
く
な
っ
た
等
に
よ

る
。

問

国
際
交
流
（
ペ
タ
リ

ン
グ
ジ
ャ
ヤ
国
際
フ
ェ
ア

２
０
１
７
）
25
万
２
０
０
０

円
の
内
訳
は
。

答

竹
間
沢
里
神
楽
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
交

通
費
の
3
分
の
2
を
町
が
負

担
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
全

額
町
が
負
担
し
た
。

未
済
額
15
万
５
１
７
４
円
の

要
因
は
。

答

リ
ー
ス
ア
ッ
プ
PC
処
分

だ
が
、
デ
ー
タ
消
去
証
明
書

取
得
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

未
済
額
に
つ
い
て
は
平
成
30

年
度
の
収
入
と
な
る
。

問

繰
越
金
が
8
億
３
３
５

４
万
７
５
５
６
円
で
あ
っ

た
。
こ
の
額
が
適
正
と
考
え

て
い
る
の
か
。

答

適
正
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
し
っ
か
り
と
し
た
歳

入
の
見
積
も
り
と
歳
出
の
積

算
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

◆ 

歳　
出 
◆

問

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

協
議
会
に
15
万
円
支
出
し
て

い
る
が
、
そ
の
効
果
は
。

答

メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
回

数
の
増
加
や
首
長
同
士
の
交

流
を
通
じ
て
先
進
的
な
事
例

を
学
ん
で
い
る
。
職
員
の
資

質
向
上
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
情
報

を
共
有
し
、
町
全
体
に
効
果

が
あ
る
も
の
に
し
た
い
。

問

企
画
費
の
報
償
費
１
４

３
万
６
２
０
９
円
の
不
用
額

一 般 会 計 決 算 の 主 な 質 疑

平
成
29
年
度
決
算
を
議

長
及
び
監
査
委
員
を
除

く
13
名
で
構
成
す
る
決

算
特
別
委
員
会
で
3
日

間
に
わ
た
り
審
査
し
ま

し
た
。◆ 

歳　
入 
◆

問

地
方
交
付
税
の
算
定
に

平
成
28
年
度
か
ら
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
方
式
が
導
入
さ
れ
た
。

民
間
委
託
等
の
合
理
化
に

よ
っ
て
基
準
財
政
需
要
額
が

下
が
り
、
基
準
財
政
収
入
額

と
の
差
が
開
く
。
よ
っ
て
財

政
力
指
数
は
上
が
る
こ
と
に

な
る
の
か
。

答

そ
の
よ
う
に
理
解
し
て

い
る
。

問

保
育
所
保
護
者
負
担
金

の
収
入
未
済
額
が
７
６
３
万

３
７
０
円
と
な
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答

督
促
、
催
告
、
相
談
等

を
行
っ
て
い
る
。
負
担
の
公

平
性
を
考
え
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問

物
品
売
払
収
入
の
収
入

ペタリングジャヤ国際フェアに
参加した竹間沢里神楽

ふるさと納税
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問

防
災
費
の
防
災
備
蓄
品

の
入
れ
替
え
は
。

答

期
限
が
来
た
も
の
に
つ

い
て
は
、入
れ
替
え
を
し
た
。

ま
た
、
大
人
用
お
む
つ
、
要

援
護
者
用
エ
ア
マ
ッ
ト
、

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
土
の
う

袋
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
強
化
ラ

イ
ト
を
揃
え
た
。

問

シ
ニ
ア
活
躍
推
進
協
議

会
謝
礼
の
減
の
要
因
は
。

答

会
議
は
予
定
の
4
回
だ

が
欠
席
者
が
出
た
た
め
。

問

協
議
会
の
内
容
は
。

答

高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
懇
談
会
を
実
施

し
て
3
年
目
に
な
る
が
、
今

回
は
シ
ニ
ア
が
担
い
手
に
な

る
生
き
が
い
に
繋
が
る
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
内
容

だ
っ
た
。

問

障
害
者
福
祉
費
の
講
演

会
は
ど
の
様
な
も
の
か
。

答
「
精
神
福
祉
事
業
」「
心

の
セ
ミ
ナ
ー
」、
又
こ
こ
ろ

の
健
康
相
談
が
月
1
回
あ

る
。

問

健
康
長
寿
事
業
に
つ
い

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
看

板
は
予
算
よ
り
少
な
い
が
1

箇
所
分
か
。

答

予
定
通
り
3
箇
所
の
公

民
館
（
藤
久
保
、
中
央
、
竹

間
沢
）
に
設
置
し
た
。
見
積

も
り
よ
り
安
く
済
ん
だ
。

問

不
法
投
棄
物
処
分
委
託

料
が
昨
年
よ
り
だ
い
ぶ
多
い

が
、
そ
の
要
因
は
。

答

一
斉
ご
み
ゼ
ロ
運
動
が

な
く
な
っ
た
た
め
、
各
行
政

区
ご
と
の
開
催
に
な
り
、
不

法
投
棄
委
託
料
が
増
え
た
。

問

サ
ツ
マ
イ
モ
の
お
い
し

さ
評
価
業
務
委
託
料
の
内
容

と
結
果
は
。

答

一
般
的
農
法
と
落
ち
葉

堆
肥
農
法
を
4
項
目
に
分
け

て
比
べ
た
。
味
覚
、
感
応
検

査
に
つ
い
て
は
落
ち
葉
堆
肥

農
法
の
方
が
お
い
し
い
と
い

う
結
果
で
あ
っ
た
。

問

い
じ
め
に
関
し
て
の
町

の
取
組
み
は
。

答

い
じ
め
問
題
調
査
委
員

会
は
開
か
な
か
っ
た
。
継
続

中
に
関
し
て
は
認
知
し
て
か

ら
3
か
月
間
何
も
な
け
れ
ば

解
決
と
す
る
。
そ
の
他
は
継

続
中
と
し
て
い
る
。
学
期
に

1
度
い
じ
め
報
告
書
を
提
出

し
、丁
寧
に
指
導
し
て
い
る
。

問

不
登
校
生
徒
が
、
中
学

校
に
35
人
い
る
が
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

答

ひ
き
こ
も
り
、
あ
る
い

は
、
家
庭
の
事
情
や
体
調
不

良
等
も
あ
る
。
学
校
で
は
家

庭
訪
問
を
実
施
し
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
、
居
場
所
づ
く

り
も
考
え
て
い
る
。

問

み
ら
い
の
ぞ
み
学
校
創

造
支
援
事
業
に
つ
い
て
活
動

内
容
、
成
果
は
。
又
予
算
は

適
正
に
使
わ
れ
た
の
か
。

答

学
校
の
特
色
を
生
か
し

た
研
究
内
容
、
例
え
ば
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、進
路
、

道
徳
、
体
力
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
又
は
個
人
研
究
を
進

め
た
。
予
算
は
適
正
に
使
わ

れ
た
と
考
え
る
。

問
み
よ
し
産
の
そ
ば
を
使
っ

て
お
店
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
応
募
件
数
は
。

答

１
０
１
件
応
募
あ
り
、

10
店
ク
リ
ア
が
15
件
、
5
店

ク
リ
ア
が
26
件
。

一 般 会 計 決 算 の 主 な 質 疑

そばスタンプラリー

防災備品

ウォーキングマップ
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＊
特
別
会
計
と
は

　
一
般
会
計
は
町
の
様
々
な
事

業
に
対
応
し
た
大
き
な
お
財
布

で
あ
る
の
に
対
し
、
特
別
会
計

は
個
別
の
事
業
の
状
況
や
資
金

運
営
を
明
確
化
す
る
た
め
に

別
々
に
小
さ
な
お
財
布
を
設
け

た
も
の
で
す
。

歳
入
総
額49

億
６
５
０
万
７
４
６
９
円

国
か
ら

9
億
９
３
０
０
万
１
８
９
５
円

県
か
ら

３
億
１
８
２
７
万
６
８
０
１
円

町
の
一
般
会
計
か
ら

４
億
円

歳
出
総
額

47
億
１
７
５
７
万
６
７
４
９
円

保
険
給
付
費

27
億
５
３
３
７
万
１
６
３
５
円

（
主
に
診
療
を
受
け
た
こ
と
に

対
し
て
医
療
機
関
に
支
払
わ

れ
る
費
用
）

後
期
高
齢
者
支
援
金

5
億
６
２
０
４
万
９
７
４
７
円

（
現
役
世
代
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
の
支
援
）

差
引
残
額１

億
８
８
９
３
万
７
２
０
円

前
年
と
比
べ

1
億
４
５
１
万
６
３
２
７
円

（
１
２
３
・
8
％
）
増

　
加
入
者
数
が
減
っ
て
い
る
要

因
は
、
加
入
者
が
後
期
高
齢
者

（
75
歳
以
上
）
に
年
々
移
行
し

て
い
る
た
め
。

歳
入
総
額

22
億
７
８
５
７
万
２
７
３
０
円

国
か
ら

４
億
41
万
８
９
６
８
円

県
か
ら3

億
２
９
０
万
６
７
３
８
円

町
の
一
般
会
計
か
ら

３
億
４
４
９
９
万
７
６
５
０
円

歳
出
総
額

21
億
１
８
８
７
万
１
６
８
７
円

保
険
給
付
費

19
億
２
４
９
７
万
５
７
７
５
円

（
利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
事
業
者
に
支
払
わ
れ

る
費
用
）

差
引
残
額

１
億
５
９
７
０
万
１
０
４
３
円

　
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
介
護
予
防
の
推
進
に

よ
る
介
護
給
付
費
の
抑
制
な

ど
、
健
全
運
営
の
努
力
が
望
ま

れ
る
。

歳
入
総
額

４
億
５
０
８
５
万
６
５
２
９
円

特
別
徴
収
保
険
料

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

2
億
３
６
２
万
６
６
０
円

普
通
徴
収
保
険
料

（
納
付
書
・
口
座
振
替
で
の
払

い
込
み
）

1
億
６
４
４
４
万
１
９
１
０
円

歳
出
総
額

4
億
４
５
１
１
万
８
５
３
７
円

差
引
残
額

５
７
３
万
７
９
９
２
円

　
歳
入
の
主
な
構
成
比
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
81
・

6
％
、
繰
入
金
15
・
4
％
、
保

険
料
収
納
率
99
・
9
％
。

　
歳
出
の
98
・
6
％
を
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

が
占
め
て
お
り
、
年
度
末
被
保

険
者
は
４
８
１
５
人
、
前
年
度

比
３
４
２
人
の
増
加
。

歳
入
総
額

8
億
８
４
４
０
万
９
１
０
７
円

下
水
道
使
用
料

5
億
６
２
６
６
万
２
９
８
６
円

歳
出
総
額

8
億
５
３
７
１
万
１
０
７
５
円

差
引
残
額３

０
６
９
万
８
０
３
２
円

　
平
成
29
年
度
末
、
公
共
下
水

道
事
業
及
び
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
は

９
０
７・２
ha
（
公
共
分
３
０
６

ha
、
特
環
分
６
０
１・
２
ha
）

使
用
承
認
区
域
６
９
４
・
27 

ha
。

　

下
水
道
普
及
率
93
・
8
％
、

水
洗
化
率
96
・
1
％
と
な
っ
て

い
る
。

平
成
29
年
度

特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

国民健康保険
加入者数

特定健診の対象人数、受診者数、受診率
及び給付実績

年度 加入者数（人）
27 1 万 793
28 1 万   34
29 9,335

年度 対象人数（人） 受診者数（人） 受診率（%） 給付額
27 8105 3506 43.26 3460 万 4898 円
28 7819 3142 40.18 3199 万 6530 円
29 7312 2934 40.13 2885 万 8910 円
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独
立
採
算
の
公
営
企
業
で
す
。

給
水
に
か
か
わ
る
会
計

収
益
的
収
入

９
億
３
７
４
万
３
４
９
０
円

営
業
収
益

８
億
３
８
８
６
万
７
８
４
６
円

収
益
的
支
出

８
億
４
２
４
４
万
８
９
３
９
円

営
業
費
用

７
億
９
６
７
４
万
５
７
２
４
円

水
道
管
や
設
備
な
ど
の
資
産
管

理
に
か
か
わ
る
会
計

資
本
的
収
入

２
億
５
１
３
５
万
６
２
１
５
円

企
業
債
（
借
金
）

２
億
２
３
５
０
万
円

資
本
的
支
出

3
億
８
８
５
９
万
７
８
０
２
円

建
設
改
良
費

2
億
６
４
４
６
万
４
５
１
４
円

中
央
監
視
設
備
更
新
工
事

1
億
３
５
５
３
万
２
０
０
０
円

そ
の
他
水
道
管
敷
設
工
事
な
ど

企
業
債
償
還
金
（
借
金
返
済
）

１
億
２
４
１
３
万
３
２
８
８
円

議
案
第
44
号

三
芳
町
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費

を
助
成
す
る
制
度
に
所
得
制
限

を
設
け
る
。

障
害
者
医
療
費
助

成
に
所
得
制
限

保
育
の
基
準
緩
和

補
正
予
算

議
案
第
45
号

三
芳
町
家
庭
的
保
育
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
の
省
令
改
正
に
合
わ
せ
、
家

庭
的
保
育
事
業
の
食
事
な
ど
の
基

準
に
つ
い
て
規
制
緩
和
を
行
う
。

議
案
第
46
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
1
億
５
４
７
４
万
４
０
０
０
円

を
追
加
し
予
算
総
額
１
２
０
億

１
９
７
４
万
５
０
０
０
円
と
す
る
。

主
な
も
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置

　

北
永
井
通
り
が
暗
い
と
い
う

住
民
要
望
か
ら
設
置
が
実
現
。

◦
防
犯
灯
新
設
工
事

１
３
９
万
７
０
０
０
円

旧
第
一
保
育
所
を
解
体

◦
旧
第
一
保
育
所

　
建
物
等
解
体
工
事４８

８
０
万
円

◦
旧
第
一
保
育
所
建
物
等

　
解
体
工
事
監
理
業
務
委
託
料

３
１
３
万
２
０
０
０
円

中
学
生
を
オ
ラ
ン
ダ
に

　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
相
手
国
で
あ

る
オ
ラ
ン
ダ
と
の
中
学
生
海
外

派
遣
交
流
の
た
め
の
事
前
調
査
。

◦
中
学
生
海
外
派
遣

　
調
査
委
託
料18

万
７
０
０
０
円

「
よ
み
愛
・
読
書
の
ま
ち
」

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
製
作

◦
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
製
作
委
託
料

35
万
７
０
０
０
円

◦
ト
ー
ト
バ
ッ
グ

　
イ
ラ
ス
ト
著
作
権
使
用
料

３
万
６
０
０
０
円

関
越
道
上
の
歩
道
設
置

　
三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
フ
ル
化
に
関

わ
る
交
通
安
全
対
策
。
幹
線
14

号
線
の
歩
道
設
置
に
伴
い
、
関
越

道
上
に
架
か
る
歩
道
橋
設
置
工

事
準
備
の
た
め
の
調
査
業
務
。

◦
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
受
託
事
業

　
負
担
金

１
５
０
０
万
円

日本共産党
　本条例改正は重度心身障害者の助成金支給
に所得制限を設けるものである。社会保障と

は、すべての人の生活の安全を守るための制度であり、社会的
信頼である。所得により助成が受けられる受けられないという
制限がされることはあってはならず改正に反対する。

輝
　旧第一保育所解体事業を町債に頼
らず、自主財源で行うよう努力した点

は評価する。補正予算案に賛成はするが、オランダへ
の中学生派遣を決定事項とせず、現在実施しているマ
レーシアへの派遣事業の内容も併せて総合的な検討が
必要ではないか。私たちも検討内容を注視していきたい。

賛
成

旧第一保育所

この先に関越道を渡る
歩道が設置されます

LED 防犯灯

水
道
事
業
会
計

平
成
29
年
度

企
業
会
計
決
算
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意
見
書
第
8
号

本
格
的
な
憲
法
改
正
論
議

を
国
会
に
求
め
る
意
見
書

　

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
今

年
で
71
年
が
経
つ
。
こ
の
間
我

が
国
を
取
り
巻
く
国
内
外
の
情

勢
は
当
時
と
比
べ
大
き
く
変
化

し
、
施
行
当
時
に
は
想
定
さ
れ

な
か
っ
た
課
題
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
新
た
な
時
代

に
合
っ
た
憲
法
改
正
に
つ
い
て
、

各
党
の
憲
法
改
正
案
を
求
め
、

憲
法
審
議
会
に
お
い
て
本
格
的

な
議
論
を
行
う
よ
う
強
く
求
め

る
。

（
提
出
先
）

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

総

務

大

臣

法

務

大

臣

内
閣
官
房
長
官

意

見

書

意
見
書
第
9
号

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

　

我
が
国
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
比
率
が
低
い
の
は
消
費
者

が
現
金
に
不
満
な
く
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
に
漠
然
と
不
安
を

持
っ
て
い
る
こ
と
や
、
加
盟
店

手
数
料
等
の
コ
ス
ト
構
造
問
題

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進

は
経
済
全
体
に
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
で
、
環
境
整
備
や

消
費
者
に
対
す
る
利
便
性
向
上

を
求
め
る
。

（
提
出
先
）

内
閣
総
理
大
臣

財

務

大

臣

経
済
産
業
大
臣

国
土
交
通
大
臣

意
見
書
第
10
号

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ

ら
な
る
強
化
を
求
め
る
意

見
書

　

児
童
虐
待
相
談
件
数
は
12
万

件
を
超
え
、
5
年
前
と
比
べ
る

と
倍
増
し
て
い
る
。
虐
待
か
ら

子
供
の
命
を
守
る
た
め
、
児
童

相
談
所
の
み
な
ら
ず
関
係
機
関

や
民
間
団
体
等
が
協
働
し
、
児

童
虐
待
防
止
対
策
の
更
な
る
強

化
に
向
け
財
源
確
保
や
シ
ス
テ

ム
構
築
等
の
取
組
み
を
求
め
る
。

（
提
出
先
）

内
閣
総
理
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

文
部
科
学
大
臣

総

務

大

臣

国
家
公
安
委
員
長

意
見
書
第
15
号

学
校
施
設
や
通
学
路
に
お

け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安

全
性
確
保
を
求
め
る
意
見

書
　

本
年
6
月
に
大
阪
北
部
で
発

生
し
た
地
震
に
よ
り
、
児
童
が

学
校
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
下

敷
き
と
な
り
死
亡
す
る
と
い
う

大
変
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し

た
。
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
が

な
い
よ
う
国
が
引
続
き
通
学
路

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検
と
安

全
対
策
、
支
援
強
化
す
る
事
を

求
め
る
。（提

出
先
）

内
閣
総
理
大
臣

文
部
科
学
大
臣

総

務

大

臣

国
土
交
通
大
臣

日本共産党
　意見書案の内容から自衛隊を憲法に
位置づける方向での論議であることは

明らかである。各種世論調査などでも明らかなように
国民は憲法、とりわけ第９条の改定は望んでいない。
憲法論議は国会がましてや首相が主導するものではな
く主権者である国民が行なうものであり反対する。
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請
願
第
2
号

三
芳
町
内
の
小
学
校
の
鼓

笛
等
の
廃
止
の
再
検
討
に

つ
い
て

（
趣
旨
）
三
芳
町
は
昭
和
40
年
頃

か
ら
小
学
校
の
運
動
会
で
鼓
笛

隊
の
発
表
が
行
わ
れ
、
6
年
生

全
員
が
発
表
に
向
け
て
真
剣
に

取
組
む
中
で
、
努
力
の
大
切
さ

や
達
成
感
、
団
結
力
な
ど
を
学

び
な
が
ら
人
格
形
成
に
繋
げ
て

き
た
。
し
か
し
、
学
習
指
導
要

領
の
改
正
に
よ
り
授
業
時
間
の

増
加
や
教
員
の
働
き
方
改
革
等

で
、
鼓
笛
の
練
習
時
間
が
確
保

出
来
な
い
事
等
を
理
由
に
、
児

童
や
保
護
者
、
地
域
と
の
合
意

形
成
が
な
さ
れ
ぬ
ま
ま
廃
止
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
鼓
笛
隊

等
の
廃
止
に
つ
い
て
再
度
検
討

を
す
る
事
を
求
め
請
願
す
る
。

（
経
緯
）
8
月
29
日
の
本
会
議
に

お
い
て
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
9
月
5
日
に
委

員
会
で
審
査
を
行
う
。
紹
介
議

員
や
請
願
者
か
ら
趣
旨
説
明
が

あ
り
質
疑
。
所
管
の
教
育
委
員

会
へ
質
疑
。
そ
の
後
、
委
員
間

請

願
の
自
由
討
議
を
踏
ま
え
、
現
時

点
で
の
採
決
が
厳
し
い
と
し「
継

続
審
査
」
に
決
定
し
た
。

請
願
第
3
号

憲
法
9
条
改
定
に
反
対
す

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
請
願

（
趣
旨
）　

戦
争
の
多
大
な
犠
牲

の
上
に
生
ま
れ
た
日
本
国
憲
法
、

そ
の
第
9
条
は
世
界
の
多
く
の

人
々
か
ら
支
持
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
安
倍
内
閣
は
安
保
法

制
な
ど
多
く
の
反
対
を
押
し
切

り
強
行
し
て
き
た
。
更
に
自
衛

隊
が
憲
法
に
明
文
化
さ
れ
る
こ

と
は
、
海
外
で
の
武
力
行
使
を

無
制
限
に
行
う
こ
と
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。
北
東
ア
ジ
ア
情

勢
は
話
し
合
い
に
よ
る
平
和
的

解
決
に
向
け
大
き
く
動
い
て
い

る
。
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
、

憲
法
9
条
の
原
則
に
基
づ
く
平

和
外
交
と
対
話
に
よ
る
平
和
を

追
求
し
て
い
く
べ
き
だ
。

（
経
緯
）
本
請
願
は
直
接
本
会
議

で
審
議
し
た
と
こ
ろ
賛
成
少
数

で
「
不
採
択
」
と
な
っ
た
。

日本共産党
　憲法に自衛隊が書き加えられれば最早
今までの自衛隊ではない。海外まで行き

武力を行使する自衛隊である。日本の役割はそのようなこ
とではない。平和外交に徹し、平和への道筋を支援するこ
とであり、世界平和の為に尽力することである。憲法 9 条
は改定すべきではない。

賛
成

表紙写真のご紹介
　9 月 16 日に行われた藤久保小学校運動会でのとっておきの一枚
です。
　プログラムが進み 6 年生の鼓笛隊が姿を現わすと大きな拍手と
歓声が上がりました。運動会で披露される鼓笛隊の演奏は、今年
が最後とあって保護者や他の学年の子どもたちからは、惜しみな
い拍手が贈られました。
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○賛成　×反対

上程された議案等の概要と審議結果
議
員
名 　
　
　

　
　
　
　
結
果

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
細
田　
三
恵

安
澤　
　
豊

井
田　
和
宏

細
谷　
三
男

拔
井　
尚
男

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

吉
村
美
津
子

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

菊
地　
浩
二

■ 平成 29 年度町の財政健全化に関する報告
三芳町健全化判断比率の報告について 報告のみ
三芳町下水道事業特別会計資金不足比率の報告について 報告のみ
三芳町水道事業会計資金不足比率の報告について 報告のみ
三芳町水道事業会計継続費精算報告書について 報告のみ

■ 条例の一部改正
三芳町重度心身障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正
する条例
　埼玉県の補助金交付要綱の一部改正に伴い条例を改正するもの

可決 ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例
　国の基準が緩和されたことに伴い条例を改正するもの

可決 ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■ 平成 30 年度補正予算
三芳町一般会計補正予算 ( 第 2 号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
三芳町介護保険特別会計補正予算 ( 第 1 号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
三芳町下水道事業特別会計補正予算 ( 第 1 号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
三芳町水道事業会計補正予算 ( 第 1 号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
■ 平成 29 年度決算
三芳町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
三芳町一般会計歳入歳出決算認定に対する附帯決議
　指摘した問題点の改善を求めるもの 認定 ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■ 請願・意見書
請願書「三芳町内の小学校の鼓笛等の廃止の再検討について」 厚生文教常任委員会において継続審査

憲法 9 条改定に反対する意見書の提出を求める請願 不採択 × × × × 議
長 × ○ ○ ○ × × × × × ×

本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ × × × ○ ○ ○ × × ×

キャッシュレス社会の実現を求める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童虐待防止のさらなる強化を求める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道事業の民営化・広域化を進める水道法改正は行わない事を
求める意見書について 否決 × × × × 議

長 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

東海第二原子力発電所の運転延長を認めないことを求める意見
書について 否決 × × × × 議

長 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○

オスプレイの横田基地配備の撤回を求める意見書について 否決 × × × × 議
長 × ○ ○ ○ × × × × × ×

日米地位協定の抜本的改正を求める意見書について 否決 × × × × 議
長 × ○ ○ ○ × × × × × ×

学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全確保を求める意
見書について 可決 ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■ 議員の賛否公開します ◀︎詳細については議会ウェブサイトをご覧ください。
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第
８
号
議
案

入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
職
員
定

数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
管
理
者
の
事
務
部
局
の
職
員
数
を
12

人
か
ら
9
人
に
改
正

・
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
事
務
部
局

の
職
員
数
を
２
８
１
人
か
ら
２
９
０

人
に
改
正

（
1
年
間
に
3
人
増
や
し
、
3
年
間
か
け

9
人
増
や
す
予
定
）

車
両
の
購
入
及
び
建
設
費
の
借
入

高
規
格
救
急
自
動
車
購
入
事
業
（
西
消

防
署
）

２
８
２
０
万
円

災
害
対
応
特
殊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購

入
事
業
（
西
消
防
署
）

２
５
７
０
万
円

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事
業(

富
士

見
市
消
防
団
第
8
分
団)１

１
６
０
万
円

消
防
団
車
庫
建
設
事
業
（
ふ
じ
み
野
市

消
防
団
第
6
分
団
）

２
２
５
０
万
円

主
な
事
業
　
歳
出

庁
舎
設
備
等
保
守
管
理
委
託
料

１
１
０
９
万
７
７
１
２
円

高
規
格
救
急
自
動
車
積
載
衣
料
品
及
び

医
療
器
具
等
購
入
費

１
２
２
０
万
４
０
０
０
円

災
害
対
応
特
殊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
及

び
購
入
費
（
西
消
防
署
）

４
０
１
１
万
３
１
０
０
円

第
1
回

入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
議
会

9
月
27
日（
木
）

第
1
回
入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
、
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
し
尿
処
理
施
設
建
設

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
。

第
６
号
議
案

１
８
７
３
万
円
を
追
加
し
予
算
総

額
を
43
億
４
３
９
４
万
２
０
０
０

円
と
す
る
。

（
主
な
内
容
）

消
防
施
設
費

富
士
見
分
署　
耐
震
診
断
費
用

４
８
５
３
万
円

し
尿
処
理
施
設
費

平
成
30
年
度
に
予
定
し
て
い
た
ネ
ッ
ト

フ
ェ
ン
ス
工
事
の
中
止減額

２
９
８
０
万
円

第
７
号
議
案

平
成
29
年
度
入
間
東
部
地
区
消
防

組
合
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
総
額32

億
７
３
１
８
万
１
９
２
７
円

歳
出
総
額31

億
９
６
１
４
万
４
３
９
８
円

主
な
事
業
　
歳
入

管
内
2
署
3
分
署
の
消
防
署
内
8
カ
所

に
設
置
の
清
涼
飲
料
水
自
動
販
売
機
設

置
用
地
貸
付
収
入７

６
２
万
５
８
９
０
円

団
体
生
命
保
険
手
数
料

１
５
２
万
１
１
１
３
円

補

正

予

算

条

例

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

日本共産党賛
成 1. 契約事務の随意はやむを得ないが、客観性・

　妥当性を説明できるように。積算事務など
　職員研修を。

2. アスクル火災の教訓として、建築確認だけではなく、日常的
な査察業務が重要だが、現在の予防職員の充足率では無理が
ある。

3. 救急業務は現在の体制では無理がある。今回 7 隊体制から 8
隊体制に拡充することになったが、着実に職員体制を整えて
欲しい。

4. 気象災害多発の時代を迎えて、水防体制の強化を求める。
以上指摘した上で賛成する。
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答

図
書
館
長　
積
極
的
に
収

集
し
8
冊
あ
る
。
設
置
場
所
サ

イ
ン
を
分
り
や
す
く
見
直
し

た
。

小
児
が
ん
早
期
発
見
へ

問

網
膜
芽
細
胞
腫
は
「
白
色

瞳
孔
」の
症
状
が
現
れ
る
の
で
、

乳
幼
児
健
診
時
に
チ
ェ
ッ
ク
で

き
れ
ば
早
期
発
見
に
繋
が
る

が
。答

健
康
増
進
課
長　
項
目
数

が
増
え
る
の
で
、
三
芳
医
会
の

健
診
医
と
相
談
し
研
究
し
た

い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
み

問

町
政
運
営
の
様
々
な
局
面

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）理
念
の
取
り
入
れ
は
。

答

政
策
推
進
室
長　
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
が
町
第
5
次
総
合
計

画
の
基
本
理
念
と
重
な
る
の
で

計
画
を
着
実
に
推
進
し
て
い

く
。

問

6
月
定
例
会
で
請
願
が
採

択
さ
れ
た
障
が
い
者
施
設
「
三

芳
太
陽
の
家
」
の
移
転
を
望
む

利
用
者
や
家
族
の
声
を
、
町
は

ど
う
判
断
し
た
か
。

答

町
長　
出
前
町
長
室
等
で

家
族
会
の
皆
様
か
ら
移
転
希
望

は
承
っ
て
い
た
。
要
望
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
一
日
で
も
早
く

実
現
し
た
い
。

問

今
後
の
移
転
に
向
け
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
い
か
が
か
。

答

福
祉
課
長　
移
転
候
補
地

の
決
定
、
設
計
、
建
設
費
概
算

等
の
手
続
き
を
進
め
て
い
く
。

問

内
部
障
が
い
や
難
病
の
方

が
援
助
を
得
や
す
く
な
る
よ
う

に
、
県
は
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
導

入
し
普
及
に
取
組
ん
で
い
る
。

町
は
ど
の
よ
う
に
周
知
す
る

か
。答

福
祉
課
長　
広
報
や
ポ
ス

タ
ー
掲
示
で
周
知
す
る
。
重
度

障
害
者
へ
の
支
給
決
定
通
知
に

合
わ
せ
て
の
周
知
も
考
え
る
。

問

２
０
２
０
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
の
認
知
度
向
上
は
。

答

政
策
推
進
室
長　
パ
ラ
リ

ン
ピ
ア
ン
と
の
交
流
や
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
の
周
知
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問

知
的
障
害
の
あ
る
方
等
が

読
書
を
楽
し
む
た
め
の
「
Ｌ
Ｌ

ブ
ッ
ク
」
の
導
入
は
。

障がい者に優しいまちづくりを！内藤美佐子
ないとう  み    さ    こ

公明党 動 画

熱中症対策を講じること

問

65
歳
以
上
の
低
所
得
者
へ

エ
ア
コ
ン
設
置
と
取
り
付
け
工

事
に
補
助
金
施
策
を
講
じ
て
は
。

答

福
祉
課
長　
現
在
の
財
政

状
況
を
考
え
研
究
し
て
み
る
。

問

電
気
料
金
が
気
に
な
っ
て

ク
ー
ラ
ー
を
使
わ
な
い
人
も
い

る
。
電
気
料
金
へ
の
助
成
は
。

答

町
長　
財
政
の
こ
と
も
あ

る
の
で
可
能
か
検
討
す
る
。

三
芳
ス
マ
Ｉ
ト
IC
へ
の
大

型
車
導
入
は
問
題
だ

問

三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
に
関
わ

る
地
権
者
の
賛
成
・
反
対
・
保

留
の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
何
名
か
。

答

総
合
調
整
幹　
交
渉
中
の

た
め
答
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。問

土
地
購
入
費
の
積
算
資
料

の
提
出
を
す
べ
き
で
は
。

答

町
長　
で
き
る
範
囲
で
は

あ
る
が
提
出
す
る
。

　
世
界
の
流
れ
は
、
地
球
温
暖

化
対
策
を
講
じ
る
た
め
に
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
が
多
い
石
炭

火
力
発
電
所
を
廃
止
す
る
方
針

だ
。
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
は
世
界
で
5
番
目
に
多

い
。
そ
れ
な
の
に
、
石
炭
火
力

発
電
所
の
新
設
計
画
が
40
基
に

も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
日
本
は
温

暖
化
対
策
を
積
極
的
に
行
わ
な

い
と
異
常
気
象
に
よ
る
気
温
の

上
昇
や
暴
風
雨
、
台
風
が
益
々

激
し
く
な
る
の
で
は
と
危
惧
を

す
る
。

問

総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
と

熱
中
症
で
の
救
急
搬
送
者
数
は
、

今
シ
ー
ズ
ン
8
万
２
０
１
４
人

で
、
そ
の
う
ち
１
４
４
人
が
亡

く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
当

町
で
は
65
歳
以
上
の
搬
送
者
は

11
名
。東
京
都
千
代
田
区
で
は
、

高
齢
者
の
自
宅
を
看
護
師
が
訪

問
し
、
エ
ア
コ
ン
の
使
用
状
況

や
家
族
構
成
か
ら
熱
中
症
の
危

険
性
の
高
い
人
を
見
つ
け
集
中

的
に
支
援
す
る
対
策
を
取
っ
て

い
る
が
、
当
町
の
声
か
け
は
。

答

健
康
増
進
課
長　
民
生
委

員
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
お
願

い
を
し
て
い
る
が
、
他
の
人
の

声
か
け
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

エ
ア
コ
ン
設
置
に
補
助
金
を

動 画

吉村美津子
よしむら  み    つ    こ

日本共産党

援助が必要な方のための
ヘルプマークとヘルプカード

低所得者へのエアコン購入に
補助金を
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発
に
健
康
づ
く
り
応
援
手
帳
の

活
用
と
推
進
は
ど
う
か
。

答

健
康
増
進
課
長　
6
月
か

ら
、い
も
っ
こ
体
操
等
で
配
布
。

災
害
時
の
対
応
強
化
を

問

第
5
回
地
域
連
携
避
難
訓

練
が
開
催
さ
れ
る
が
災
害
時
要

支
援
者
名
簿
の
整
備
と
活
用
に

つ
い
て
具
体
的
な
取
組
み
は
。

答

自
治
安
心
課
長　

現
在

５
４
１
名
が
登
録
し
て
い
る
。

個
別
計
画
の
周
知
に
つ
い
て
関

係
機
関
で
協
議
し
て
い
く
。

問

災
害
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
し
て
は
。

答

自
治
安
心
課
長　

配
信

ツ
ー
ル
や
防
災
ア
プ
リ
を
活
用

し
発
信
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

問

学
校
施
設
に
お
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
点
検
調
査

に
お
い
て
、
危
険
箇
所
の
安
全

確
保
は
ど
う
か
。

答

教
育
総
務
課
長　
三
芳
小

学
校
等
が
確
認
さ
れ
た
が
、
注

意
喚
起
を
行
い
夏
休
み
に
工
事

は
終
了
し
て
い
る
。

問

通
学
路
の
安
全
点
検
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
調
査
の

結
果
25
か
所
の
危
険
箇
所
が
報

告
さ
れ
た
。

問

安
全
性
に
問
題
が
あ
る
通

学
路
の
対
策
と
周
知
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
安
心
安

全
マ
ッ
プ
に
記
入
し
交
通
安
全

指
導
を
行
い
周
知
し
、
登
下
校

時
に
点
検
し
て
い
る
。

問

通
学
路
に
面
し
て
い
る
民

間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費

用
の
支
援
は
ど
う
か
。

答

環
境
課
長　
緑
保
全
の
生

垣
助
成
制
度
は
あ
る
が
、
今
後

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

健
康
長
寿
の
推
進
は

問

加
齢
に
伴
う
虚
弱
化
を
ど

う
遅
ら
せ
健
康
長
寿
の
延
伸
を

図
る
か
町
の
取
組
み
は
。

答

健
康
増
進
課
長　
フ
レ
イ

ル
予
防
の
た
め
、
筋
力
ア
ッ
プ

や
い
も
っ
こ
体
操
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
カ
ラ
ダ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
開
催
。

問

フ
レ
イ
ル
予
防
の
普
及
啓

ブロック塀等の安全確保の推進を
動 画

岩 城 桂 子
いわ    き    けい    こ

公明党

帳
に
よ
る
と
、
若
干
の
修
繕
記

録
は
あ
る
が
、
特
に
支
障
は
無

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

問

旧
庁
舎
の
空
調
設
備
を
設

置
し
て
あ
る
集
会
所
に
つ
い

て
、
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
空
調
設

備
と
の
電
気
料
金
の
比
較
を
さ

れ
た
ら
ど
う
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
空
調
設

備
の
み
の
比
較
は
し
て
い
な
い

が
、
修
理
の
際
、
施
工
業
者
よ

り
最
近
の
設
備
は
電
気
量
も
少

な
く
、
使
用
料
金
が
抑
え
ら
れ

る
と
の
情
報
を
得
て
い
る
。

自
転
車
通
学
に
つ
い
て

問

自
転
車
通
学
が
許
可
さ
れ

て
い
る
学
校
と
そ
の
範
囲
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
三
芳
中

学
校
で
、
範
囲
は
上
富
の
一
部

と
北
永
井
坂
下
の
一
部
で
あ

る
。

問

学
校
体
育
館
、
武
道
場
等

の
空
調
設
備
設
置
状
況
は
。

答

教
育
総
務
課
長　
い
ず
れ

も
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

問

空
調
設
備
の
設
置
が
可
能

に
な
っ
た
場
合
、
現
在
の

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
容
量
で
可
能

か
。答

教
育
総
務
課
長　
各
校
で

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
改
修
工
事
を

実
施
済
み
だ
が
、
新
た
に
体
育

施
設
へ
空
調
設
備
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
る
と
、
空
き
容
量
や

老
朽
化
を
考
え
、
改
修
が
必
要

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

問

教
室
内
の
設
定
温
度
に
つ

い
て
、
今
年
の
よ
う
な
猛
暑
が

続
い
た
場
合
の
設
定
温
度
は
。

答

教
育
総
務
課
長　
三
芳
町

立
小
中
学
校
空
調
設
備
運
用
指

針
に
よ
り
28
度
と
定
め
て
い
る

が
、
26
度
ま
で
可
能
な
よ
う
に

設
定
し
て
あ
る
。

問

町
内
の
各
集
会
所
ホ
ー
ル

や
小
会
議
室
等
へ
の
空
調
設
備

設
置
状
況
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
集
会
所

に
つ
い
て
は
、
大
部
屋
、
小
部

屋
全
て
に
空
調
設
備
を
設
置
済

み
で
あ
る
。

問

旧
庁
舎
解
体
時
に
取
り
外

し
た
空
調
設
備
を
、
再
利
用
し

て
設
置
し
た
集
会
所
が
あ
る

が
、維
持
管
理
上
支
障
な
い
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
修
繕
台

体育館等へ早期に空調設備設置を細 谷 三 男
ほそ    や    みつ   お

三芳みらい 動 画

空調設置が望まれる体育施設

ブロック塀の安全性
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続
可
能
な
財
政
構
造
の
構
築
を

目
指
し
更
な
る
行
財
政
改
革
の

取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

社
会
情
勢
や
様
々
な
変
化

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
柔
軟

に
対
応
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
4
年
間
を
振
り

返
っ
て
感
じ
る
こ
と
は
。

答

町
長　
ま
ち
づ
く
り
の
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
推
進
、
改
革
の

た
め
の
政
策
立
案
を
進
め
て
き

た
。
そ
の
成
果
が
表
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

問

平
成
31
年
1
月
で
満
了
に

な
る
が
、そ
の
後
に
つ
い
て
は
。

答

町
長　
ま
ち
づ
く
り
へ
の

思
い
は
更
に
強
く
な
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
実
績
と
今
後
の
三
芳

町
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
信
任

を
得
る
こ
と
が
出
来
た
ら
引
き

続
き
町
政
を
担
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問

町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「
未

来
創
造
31
の
宣
言
」
の
平
成
30

年
度
を
含
め
た
達
成
率
は
。

答

町
長　

概
ね
85
％
と
な

る
。問

達
成
率
が
低
か
っ
た
所

は
。答

町
長　
新
た
な
公
共
交
通

導
入
と
ス
マ
ー
ト
IC
フ
ル
化
整

備
が
若
干
遅
れ
て
い
る
。

問

「
み
よ
し
未
来
創
造
プ
ラ

ン
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
先
ず

定
住
人
口
を
増
や
し
、
財
政
を

安
定
さ
せ
、
住
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
」
で
あ

る
。
4
年
間
の
町
政
運
営
を
振

り
返
っ
て
感
じ
る
こ
と
は
。

答

町
長　
定
住
人
口
、
税
収

増
は
短
期
間
で
成
果
を
出
す
こ

と
は
難
し
い
が
、
住
民
参
画
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
成
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問

第
5
次
総
合
計
画
の
進
捗

状
況
は
。

答

町
長　
概
ね
順
調
に
進
ん

で
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問

「
選
択
と
集
中
」
に
基
づ

く
政
策
の
方
向
性
や
効
果
は
。

答

町
長　
町
の
方
向
性
を
示

し
た
こ
と
で
ゴ
ー
ル
が
明
確
に

な
り
、
住
民
福
祉
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問

現
在
の
財
政
状
況
は
。

答

町
長　
喫
緊
の
課
題
と
し

て
取
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
持

４年間の町政を振り返って
動 画

鼓
笛
隊
の
練
習
等
は
時
間
の
短

縮
や
活
動
場
所
の
変
更
な
ど
各

校
で
柔
軟
に
工
夫
し
た
。

問

原
則
35
度
と
は
ど
う
や
っ

て
測
っ
て
い
る
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
各
学
校

の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
に
設
置

し
た
温
度
計
や
配
布
し
た
熱
中

症
計
で
判
断
し
て
い
る
。

問

体
育
館
に
も
温
度
計
を
設

置
し
て
い
る
と
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
必
ず
し
も
設
置
さ
れ
て
い

な
い
。
熱
中
症
計
も
電
池
が
な

く
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、

湿
度
や
輻
射
熱
も
計
測
し
て
い

な
い
。
生
命
に
関
わ
る
部
分
は

も
っ
と
厳
密
に
す
べ
き
で
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
今
年
度

は
緊
急
に
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
熱
中
症
対
応
を
入
れ
た

が
、
暑
さ
指
数
を
考
慮
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
検
討
し
て
い
く
よ

う
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
7
月
23
日
「
ほ
と
ん
ど
の
地

点
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
暑

さ
に
な
っ
て
い
る
。
命
の
危
険

が
あ
る
温
度
。
ひ
と
つ
の
災
害

と
認
識
し
て
い
る
。」
と
気
象

庁
の
予
報
官
が
会
見
で
熱
中
症

な
ど
健
康
管
理
に
十
分
に
注
意

す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
こ
の

夏
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
よ
う
な
猛
暑
と
な
り
、

小
中
学
校
の
活
動
の
中
で
も
体

調
不
良
を
訴
え
た
子
ど
も
た
ち

が
続
出
し
た
。
こ
の
「
災
害
レ

ベ
ル
」
の
暑
さ
に
対
し
て
町
の

小
中
学
校
で
の
工
夫
や
対
応
を

う
か
が
う
。

問

こ
れ
ま
で
の
暑
さ
で
の
小

中
学
校
の
事
故
や
被
害
状
況

は
。答

学
校
教
育
課
長　
暑
さ
で

体
調
を
崩
し
た
と
み
ら
れ
る
児

童
生
徒
は
75
名
と
報
告
を
受
け

て
い
る
。
そ
の
う
ち
病
院
へ
の

搬
送
は
4
名
。
適
切
な
対
応
に

よ
り
大
事
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
教
職
員
も
1
名
体
調
を
崩

し
た
。

問

今
年
の
猛
暑
で
特
に
行
っ

た
対
応
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
熱
中
症

に
対
応
し
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
原
則
気
温
35

度
を
目
安
に
運
動
等
を
中
止
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
部
活
動
や

猛暑　児童生徒の健康を最優先に菊 地 浩 二
きく    ち     こう    じ

動 画

井 田 和 宏
  い      だ     かず  ひろ

三芳みらい
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多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
人
口

は
あ
と
ど
の
く
ら
い
必
要
か
。

答

財
務
課
長　
国
勢
調
査
の

人
口
を
基
準
と
し
て
約

５
０
０
０
人
（
関
連
す
る
項
目

や
数
値
を
一
切
考
慮
し
な
い
場

合
）。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て

問

地
元
企
業
と
町
の
共
同
事

業
で
あ
る
「
み
よ
し
大
崎
ジ
ュ

ニ
ア
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
」

だ
が
、
小
学
校
を
卒
業
す
る
と

町
内
で
プ
レ
ー
す
る
場
所
が
無

く
な
っ
て
し
ま
う
。
年
齢
枠
の

拡
大
は
で
き
な
い
の
か
。

答

生
涯
学
習
課
長　
地
元
企

業
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
と
も
検

討
を
始
め
て
い
る
。
期
待
し
て

い
て
欲
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

自
転
車
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

問

町
の
財
政
状
況
は
好
転
し

て
き
て
い
る
と
言
え
る
の
か
。

答

財
務
課
長　
自
主
財
源
比

率
や
経
常
収
支
比
率
な
ど
の
指

標
か
ら
、
改
善
傾
向
に
あ
る
。

問

地
方
交
付
税
額
は
国
の
定

め
る
「
基
準
財
政
需
要
額
」
と

「
基
準
財
政
収
入
額
」
の
差
に

よ
っ
て
決
ま
る
。
町
は
ど
の
く

ら
い
需
要
額
が
足
り
な
い
の

か
。答

財
務
課
長　
平
成
30
年
度

は
約
4
億
６
５
０
０
万
円
基
準

財
政
収
入
額
が
上
回
っ
て
い

る
。
近
年
こ
の
差
額
は
年
に

1
億
円
く
ら
い
ず
つ
増
え
て
い

る
。問

三
芳
町
は
地
方
交
付
税
不

交
付
団
体
と
し
て
他
の
市
町
村

な
ど
か
ら
は
財
源
豊
か
な
自
治

体
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
町
民

に
は
あ
ま
り
実
感
が
な
く
「
不

交
」
は
「
不
幸
」
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
し
ま
う
。
地
方
交
付

税
不
交
付
団
体
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

財
務
課
長　
メ
リ
ッ
ト
や

デ
メ
リ
ッ
ト
と
捉
え
て
は
い
な

い
が
、
補
助
金
な
ど
の
補
助
率

の
割
落
し
は
不
合
理
な
取
り
扱

い
と
考
え
て
い
る
。

問

基
準
財
政
需
要
額
を
算
出

す
る
主
に
3
つ
の
単
位
の
一

つ
、
町
の
現
状
が
反
映
さ
れ
る

「
測
定
単
位
」
に
は
人
口
数
が

不交付団体なのに財政難の理由は
動 画輝

鈴 木　 淳
すず     き            じゅん

問

竹
間
沢
小
学
校
で
は
、
教

育
相
談
日
を
設
け
た
が
そ
の
現

状
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
現
在
ま

で
に
4
回
開
催
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
保
護

者
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

問

い
じ
め
を
匿
名
で
相
談
報

告
で
き
る
ア
プ
リ
を
導
入
し
て

は
い
か
が
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
電
話
で

は
拾
い
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
年

齢
層
か
ら
の
相
談
や
、
相
談
し

た
い
気
持
ち
を
掘
り
起
こ
す
と

い
っ
た
裾
野
を
広
げ
る
効
果
が

あ
る
一
方
で
、
電
話
相
談
と
は

違
う
ス
キ
ル
が
必
要
と
な
る
事

も
含
め
研
究
を
進
め
る
。

防
災
に
つ
い
て

問

町
民
全
体
へ
備
蓄
品
の
備

え
を
ど
の
様
に
促
し
て
い
る

か
。答

自
治
安
心
課
長　
町
の
HP

や
公
共
施
設
へ
の
チ
ラ
シ
、
地

域
連
携
避
難
訓
練
時
に
、
防
災

冊
子
を
啓
発
品
と
共
に
配
布
。

問

企
業
へ
の
備
蓄
指
導
は
さ

れ
て
い
る
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
防
災
計

画
に
は
、
従
業
員
の
帰
宅
困
難

時
の
対
策
を
含
め
、
企
業
で
備

蓄
す
る
と
の
記
述
が
あ
る
が
、

中
々
周
知
し
き
れ
て
い
な
い
。

いじめ防止アプリの導入を提案！

問

災
害
時
要
援
護
者
の
内

容
、周
知
、又
は
登
録
方
法
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
毎
年
11

月
を
登
録
促
進
月
間
と
し
、
行

政
区
に
回
覧
を
回
し
、
民
生
委

員
の
方
も
声
掛
け
を
行
っ
て
い

る
。
個
別
計
画
の
希
望
の
際
は

関
係
者
と
連
携
し
体
制
を
整
え

る
。問

マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
要
援

護
者
名
簿
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
自

治
会
又
は
管
理
会
社
へ
所
持
許

可
を
認
め
て
は
い
か
が
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
行
政
区

と
の
協
議
が
必
要
と
な
る
が
、

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
所
持

は
可
能
、
結
成
で
き
な
い
場
合

は
役
員
に
な
り
緊
急
時
に
は
名

簿
所
有
の
区
長
等
々
と
連
携
し

て
支
援
を
お
願
い
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
。

動 画

細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

三芳みらい

ハンドボールの試合風景

いじめアプリの導入は
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で
あ
り
、
今
ま
で
通
り
鼓
笛
を

行
っ
て
、
そ
の
後
、
1
年
か
け

て
方
向
性
を
決
め
て
は
ど
う

か
。答

教
育
長　
平
成
31
年
度
は

新
学
習
指
導
要
領
の
一
部
を
実

施
す
る
事
に
な
り
、
授
業
の
時

間
に
練
習
を
行
う
事
は
困
難
。

問

合
意
形
成
を
図
る
べ
き
で

は
。答

町
長　
新
た
な
可
能
性
を

模
索
し
な
が
ら
合
意
形
成
を

図
っ
て
い
く
事
が
大
事
と
考
え

る
。問

川
越
街
道
の
東
側
へ
中
学

校
の
特
別
支
援
学
級
増
設
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
入
級
見

込
み
や
環
境
整
備
を
視
野
に
入

れ
新
設
に
向
け
取
組
ん
で
い

る
。

若
者
世
代
施
策
に
つ
い
て

問

子
ど
も
の
ア
イ
デ
ア
を
応

援
す
る
高
知
県
高
知
市
の
「
こ

う
ち
こ
ど
も
フ
ァ
ン
ド
」
の
よ

う
な
取
組
み
を
実
施
し
て
は
。

答

政
策
推
進
室
長　
良
い
提

案
。
調
査
研
究
し
、検
討
す
る
。

問

過
去
に
地
中
空
洞
化
調
査

を
行
っ
た
が
そ
の
後
の
状
況

は
。答

道
路
交
通
課
長　
4
箇
所

の
空
洞
が
発
見
さ
れ
た
が
、
表

層
は
損
傷
も
な
く
良
好
な
状

況
。問

定
期
的
な
調
査
実
施
は
。

答

道
路
交
通
課
長　
交
通
量

調
査
の
成
果
を
基
に
、
今
後
実

施
す
る
か
否
か
担
当
課
と
検

討
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問

平
成
29
年
7
月
に
校
長
会

で
教
育
課
程
に
つ
い
て
の
見
直

し
を
協
議
し
「
鼓
笛
の
従
来
通

り
の
維
持
が
困
難
」
と
の
中
間

報
告
が
あ
っ
た
が
、
保
護
者
へ

の
説
明
に
つ
い
て
指
導
し
た

か
。答

学
校
教
育
課
長　
教
育
課

程
の
見
直
し
と
し
て
平
成
32
年

新
学
習
指
導
要
領
実
施
時
は
音

楽
や
総
合
の
時
間
を
使
っ
た
鼓

笛
指
導
を
行
わ
な
い
と
い
う
報

告
が
あ
っ
た
。
こ
の
報
告
は
新

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま

え
て
い
る
事
か
ら
、
教
育
委
員

会
は
承
認
し
、報
告
を
受
け
た
。

教
育
課
程
の
編
成
は
各
学
校
長

が
責
任
を
持
ち
、
各
々
の
状
況

に
合
わ
せ
説
明
を
行
う
た
め
、

特
に
指
導
は
行
っ
て
い
な
い
。

問

平
成
31
年
度
は
準
備
期
間

町民の思いを形にする施策を
動 画

小 松 伸 介
  こ    まつ  しん  すけ

公明党

問

小
中
学
校
プ
ー
ル
は
30
年

以
上
前
に
建
て
ら
れ
た
プ
ー
ル

が
多
く
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
や
施

設
自
体
の
傷
み
が
酷
く
設
備
が

不
十
分
で
あ
り
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
状
況
、
安
全
に
気
持

ち
よ
く
使
え
る
施
設
を
整
え
る

の
は
町
の
責
務
で
あ
る
。
部
品

の
交
換
や
修
繕
を
行
い
な
が
ら

施
設
の
維
持
に
努
め
て
い
く
こ

と
は
、
財
政
面
か
ら
み
て
も
維

持
管
理
の
費
用
が
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
。
小
中
学
校
プ
ー

ル
の
現
状
を
問
う
。
小
中
学
校

の
平
均
使
用
日
数
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
6
月
上

旬
か
ら
7
月
下
旬
ま
で
実
施
、

学
級
数
や
天
候
な
ど
差
は
あ
る

が
、
平
均
20
日
程
度
使
用
。

問

1
人
の
生
徒
・
児
童
が
何

回
水
泳
の
授
業
を
受
け
た
の

か
。答

学
校
教
育
課
長　
小
学
生

で
4
～
5
回
、
中
学
生
で
4
～

8
回
の
授
業
を
受
け
て
い
る
。

問

使
用
に
対
し
て
ど
の
く
ら

い
経
費
が
か
か
っ
た
の
か
。

答

教
育
総
務
課
長　
水
道
料

や
薬
剤
費
な
ど
小
中
学
校
合
計

で
約
５
７
０
万
円
。

問

他
市
町
で
は
、
民
間
ス

ポ
ー
ツ
施
設
利
用
し
た
水
泳
の

授
業
が
増
え
て
き
て
い
る
。
学

校
の
教
師
に
加
え
ス
ク
ー
ル
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
も
水
泳
の

小中学校プールの費用対効果は

指
導
に
当
た
る
た
め
、
泳
力
が

つ
く
な
ど
好
評
の
よ
う
だ
。
保

護
者
か
ら
は
天
候
に
左
右
さ
れ

な
い
こ
と
や
盗
撮
な
ど
の
心
配

が
な
い
こ
と
、
学
校
関
係
者
か

ら
は
安
全
管
理
面
で
の
教
員
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
、
水

温
や
水
質
、
衛
生
管
理
な
ど
の

面
で
安
定
し
た
環
境
で
授
業
が

で
き
る
。
ス
ク
ー
ル
側
も
利
用

客
が
少
な
い
平
日
昼
の
時
間
帯

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
と

い
う
利
点
が
あ
る
。
当
町
で
も

検
討
す
る
べ
き
と
思
う
が
見
解

は
。答

教
育
長　
民
間
ス
ポ
ー
ツ

施
設
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
研
究
し
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問　

①
徘
徊
高
齢
者
に
対
す
る
対
応

②
条
例
に
関
わ
る
罰
則
に
つ
い

て

動 画

安 澤　 豊
あん   ざわ         ゆたか

三芳みらい

老朽化が進む小中学校のプール

こうちこどもファンド
パンフレット
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答

教
育
長　
社
会
教
育
主
事

の
有
資
格
者
や
社
会
教
育
に
携

わ
っ
た
経
験
の
あ
る
職
員
を
配

置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

問

職
員
体
制
を
も
っ
と
充
実

さ
せ
る
べ
き
で
は
。

答

公
民
館
長　
有
資
格
者
が

配
置
さ
れ
充
実
し
て
き
た
が
、

中
央
公
民
館
は
平
成
27
年
の
開

館
以
来
利
用
者
が
2
倍
に
な
る

な
ど
、
何
ら
か
の
体
制
検
討
や

調
整
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
は
。

問

今
日
の
社
会
的
課
題
に
お

け
る
公
民
館
の
果
た
す
役
割
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答

公
民
館
長　
生
活
者
の
気

持
ち
に
寄
り
添
い
、
共
感
す
る

人
々
の
出
会
い
と
学
び
合
い
を

演
出
す
る
こ
と
が
大
き
な
役
割
。

そ
の
他
の
質
問

①
震
災
時
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策

②
新
元
号
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問

三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
フ
ル
化

で
交
通
安
全
対
策
は
。

答

総
合
調
整
幹　
4
交
差
点

の
整
備
以
外
は
ま
だ
案
の
段

階
。問

県
道
三
芳
富
士
見
線
の
歩

道
設
置
は
。

答

総
合
調
整
幹　
三
芳
中
学

校
交
差
点
が
終
わ
り
次
第
と
い

う
の
が
県
の
意
向
。
そ
れ
ま
で

は
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
を
設
置
す
る

よ
う
要
望
し
て
い
る
。

問

ふ
じ
み
野
高
校
前
の
ふ
じ

み
野
市
道
は
。

答

総
合
調
整
幹　
大
型
車
が

す
れ
違
え
な
い
箇
所
は
道
路
改

良
の
為
の
地
元
説
明
会
を
行

う
。問

誘
導
・
通
行
規
制
な
ど
の

対
策
が
必
要
で
は
。

答

総
合
調
整
幹　
誘
導
に
関

し
て
は
抜
け
落
ち
て
い
た
。
未

整
備
区
間
は
誘
導
し
な
い
案
で

調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

問

交
通
安
全
対
策
等
調
整
会

議
の
三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
フ
ル
化

開
通
後
は
。

答

総
合
調
整
幹　
次
の
第
4

回
で
終
了
す
る
が
供
用
後
も

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
考
え
て
い

く
。

地
域
と
人
々
の
公
民
館

問

公
民
館
職
員
人
事
の
在
り

方
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

三芳スマート IC 交通安全対策は本 名　 洋
ほん     な             ひろし

日本共産党 動 画

認
め
て
い
る
学
校
３
校
、
教
科

を
問
わ
ず
認
め
て
い
る
学
校
が

3
校
、認
め
て
い
な
い
が
2
校
。

問

町
内
小
・
中
学
校
体
育
館

に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
出
来
な
い

か
。答

教
育
総
務
課
長　
体
育
館

へ
の
空
調
設
備
の
設
置
に
関
し

て
、
検
討
、
研
究
、
調
査
を
し

て
い
き
た
い
。

問

予
算
の
問
題
も
あ
り
、
す

ぐ
に
エ
ア
コ
ン
設
置
が
無
理
で

あ
れ
ば
藤
久
保
中
学
校
の
よ
う

に
、
他
7
校
も
体
育
館
へ
の
大

型
扇
風
機
導
入
は
出
来
な
い

か
。答

教
育
総
務
課
長　
購
入
す

る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

問

以
前
質
問
し
た
鶴
瀬
駅
西

通
り
線
と
国
道
の
交
差
点
の
信

号
点
灯
時
間
の
延
長
の
進
捗

は
。答

道
路
交
通
課
長　
警
察
と

協
議
し
、
約
3
秒
延
長
し
た
。

問

熱
中
症
を
発
症
し
た
児

童・生
徒
の
学
校
別
の
人
数
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
平
成
30

年
度
暑
さ
で
体
調
を
崩
し
た
軽

傷
も
含
め
た
児
童
、
生
徒
の
数

は
75
名
。
三
芳
小
36
名
、
藤
久

保
小
4
名
、
上
富
小
1
名
、
唐

沢
小
１
名
、
竹
間
沢
小
７
名
、

三
芳
中
15
名
、三
芳
東
中
9
名
、

藤
久
保
中
2
名
。

問

学
校
に
よ
っ
て
発
症
人
数

に
格
差
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る

が
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り

に
学
校
が
温
度
計
や
湿
度
計
の

設
置
等
も
含
め
実
施
出
来
て
い

る
か
等
の
確
認
は
出
来
な
い

か
。答

学
校
教
育
課
長　
今
後
は

設
置
場
所
、
測
定
方
法
を
精
査

し
、
各
学
校
へ
指
導
し
て
い
き

た
い
。

問

庭
や
体
育
館
等
、
空
調
設

置
が
な
い
場
所
の
実
施
基
準
は

定
め
て
い
る
の
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
35
度

以
上
を
目
安
に
運
動
等
を
中
止

し
て
い
る
。
気
象
状
況
や
児
童

生
徒
の
健
康
状
況
を
見
て
学
校

長
が
適
切
に
判
断
し
て
い
る
。

問

授
業
中
の
水
分
補
給
は
認

め
て
い
る
の
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
児
童
生

徒
の
体
調
を
配
慮
し
水
分
補
給

を
さ
せ
て
い
る
。
体
育
時
の
み

児童生徒を守る　熱中症ゼロ対策
動 画

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

輝

歩道が未設置の県道

温 度 計、 湿 度
計 の 全 校 統 一
の設置を推進

暑さ対策として
期待される体育
館へのエアコン
設置
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議 会 活 動 日 誌
10 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　１日　議会広報広聴常任委員会
　２日　議会運営委員会
　３日　厚生文教常任委員会
　４日　厚生文教常任委員会
１０日　福井県若狭町議会広報特別委員会　視察来庁
１２日　福岡県宇美町議会広報常任委員会　視察来庁
　　　　議会広報広聴常任委員会
１６日　全員協議会
　　　　議会運営委員会
　　　　神奈川県宗像市議会　視察来庁
１７日　埼玉県町村議会議員研修会
２２日　入間郡町村議会議員研修会
２３日　第 6 回政策検討会議
２４日　議会広報広聴常任委員会
２５日　愛知県内子町議会議会運営委員会　視察来庁
２９日　第 3 回政策サポーター会議

8 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　７日　厚生文教常任委員会
　　　　議員報酬に関する意見交換会
　８日　議会運営委員会
２１日　全員協議会
２２日　議会運営委員会
２３日　第 1 回政策サポーター会議
２４日　議会広報広聴常任委員会
２９日　議会広報広聴常任委員会
２９日～９月２１日
　　　　平成 30 年第 4 回三芳町議会定例会
３０日　厚生文教常任委員会

9 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　３日　第５回政策検討会議
　５日　厚生文教常任委員会
　７日　総務常任委員会
１０日　全員協議会
１１日・１３日・１４日　決算特別委員会
２０日　議会運営委員会
２５日　厚生文教常任委員会
２７日　入間東部地区事務組合議会定例会

認
定
を
受
け
た
人
と
家
族
が
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
選
定
す
る
た

め
の
情
報
提
供
を
し
て
い
る

か
。答

健
康
増
進
課
長　
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
情
報
が
欲
し
い
か
は
人
そ
れ

ぞ
れ
。
し
か
し
、
利
用
者
や
家

族
が
合
わ
な
い
と
感
じ
る
と
き

は
変
更
で
き
る
。
今
後
は
、
ど

ん
な
方
法
が
良
い
か
現
場
の
担

当
者
と
考
え
て
い
き
た
い
。

問

町
に
は
休
み
た
い
時
な
ど

に
腰
か
け
る
場
所
が
な
い
。
高

齢
者
の
方
が
暑
い
時
に
座
っ
て

水
分
補
給
や
、
休
憩
で
き
る
よ

う
な
ベ
ン
チ
が
必
要
で
は
。

答

町
長　
縁
石
に
座
る
高
齢

者
の
写
真
を
見
て
寂
し
く
感
じ

た
。
誰
も
が
温
か
い
と
感
じ
る

町
に
し
て
い
き
た
い
。

問

地
域
密
着
型
支
援
に
加
え

平
成
30
年
4
月
の
条
例
改
正
に

よ
り
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

指
導
、
監
督
の
権
限
が
県
か
ら

町
に
移
っ
た
。
今
後
、
高
齢
者

の
増
加
と
共
に
利
用
者
が
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
介
護
事

業
の
責
任
と
町
の
連
携
に
つ
い

て
伺
う
。
介
護
認
定
者
の
過
去

5
年
間
の
事
件
、事
故
回
数
は
。

答

健
康
増
進
課
長　
平
成
25

年
度
9
件
、平
成
26
年
度
9
件
、

平
成
27
年
度
21
件
、
平
成
28
年

度
25
件
、
平
成
29
年
度
38
件
。

問

事
故
の
内
容
は
。

答

健
康
増
進
課
長　
転
倒
骨

折
等
が
多
く
、
誤ご

嚥え
ん

・
薬
の
誤

投
与
・
入
れ
歯
間
違
い
・
身
体

状
況
の
悪
化
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
感
染
・
行
方
不
明
・
金
銭
の

紛
失
、
送
迎
中
の
事
故
等
が

あ
っ
た
。

問

今
後
、
町
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

答

健
康
増
進
課
長　
自
ら
の

転
倒
骨
折
も
多
い
が
事
故
を
重

く
受
け
止
め
、
施
設
の
安
全
管

理
な
ど
町
で
や
る
べ
き
事
は

し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

問

利
用
者
が
必
要
と
し
て
い

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
過
不
足
な

く
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
利
用
者

の
立
場
に
立
っ
て
総
合
的
な
支

援
を
す
る
の
が
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
で
あ
る
が
、
町
は
介
護

介護サービスは信頼と安全が第一
動 画

増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

縁石に座る高齢者
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私
は
毎
回
の
定
例
議
会
に
傍

聴
に
来
て
い
ま
す
。
一
般
質
問

し
て
い
る
議
員
が
ま
ず
町
民
の

た
め
に
発
言
し
て
い
る
方
と
い

な
い
方
が
い
ま
す
。
政
策
的
に

町
長
の
方
針
に
賛
成
し
て
い
る

方
が
多
く
い
ま
す
。
議
員
の
資

質
が
と
わ
れ
ま
す
。
政
策
１
つ

１
つ
の
問
題
で
担
当
部
局
で
答

弁
し
て
い
ま
す
が
、
担
当
課
、

部
で
課
題
別
に
つ
い
て
打
合
せ

し
て
い
ま
す
か
…
…
！

（
竹
間
沢
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
社
会
の
現
状
や
地
域
が
何
を

必
要
と
し
て
い
る
か
、
こ
の
様

な
会
議
を
傍
聴
し
て
意
識
も
高

ま
り
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
日
頃
役
所
の

方
々
、
議
員
さ
ん
方
の
熱
心
な

働
き
に
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す
。   

（
北
永
井
M
・
S
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
い
ろ
い
ろ
知
ら
な
い
事
が
解

か
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
三

芳
町
が
人
に
や
さ
し
い
町
、
安

心
・
安
全
な
町
で
あ
る
様
に
。 

（
北
永
井
M
・
H
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
期
間
、
時
間
、
内
容
等
、
直

前
に
自
ら
調
べ
な
い
と
わ
か
ら

な
い
よ
う
な
の
で
、
も
う
少
し

ポ
ス
タ
ー
等
で
知
ら
せ
て
ほ
し

い
。
自
分
に
と
っ
て
興
味
が
あ

る
課
題
が
あ
れ
ば
傍
聴
し
て
み

よ
う
と
い
う
気
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（
藤
久
保
F
・
T
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
冒
頭
か
ら
一
問
一
答
形
式
で

傍聴席から
9 月定例会を傍聴された方から

ご意見・ご感想をいただきました。

進
め
る
や
り
方
は
分
か
り
易
い

と
感
じ
ま
し
た
。（
最
初
に
通

告
し
た
質
問
を
全
て
伝
え
、
全

て
答
弁
さ
れ
て
か
ら
の
一
問
一

答
で
は
な
く
）（
そ
の
他
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
議
会
の
傍
聴
は
町
政
が
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
議
題
に

し
、
話
し
合
っ
て
い
る
の
か
を

知
る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま

す
。
も
う
少
し
傍
聴
が
身
近
に

な
る
よ
う
に
な
る
と
町
民
の
関

心
も
活
発
に
な
る
の
で
は
？
と

感
じ
ま
す
。

 

（
藤
久
保
S
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
他
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
一
部

を
紹
介
し
ま
し
た
。

日　程 人数

本
会
議

８月２９日　議案審議 ０

８月３０日　一般質問 13

９月　４日　一般質問 ８

９月　６日　一般質問 24

９月　７日　一般質問 26

９月１３日　訂正の件 ０

９月２１日　議案審議 ３

委
員
会

８月３０日 （厚生） １

９月　５日 （厚生） 10

９月１１日 （決算） １

※傍聴が無かった委員会は掲載しておりません。

9月定例会の傍聴者数

総務常任委員会
　総務常任委員会では、平時の防災活動や
議会開会中の避難訓練について、調査研究
を行っております。そこで 9 月定例会中の
8 月 30 日に議場からの避難訓練を実施いた
しました。この避難訓練については、毎年
実施していますが、これまでの反省点につ
いて当委員会の複数の委員より「訓練実施
日が事前に知らされていることで、多少緊
張感に欠ける」との意見がありました。
　そこで今回の訓練では、委員長、副委員
長で日程を決め、議長と議会事務局長のみ

前もって知らせる「抜き打ち」での実施と
しました。
　訓練当日は、一般質問の初日で 10 名ほど
の傍聴者がおられましたが、特に混乱もな
く実施することができました。傍聴者の皆
様には訓練終了後お話を伺ったところ「突
然で驚いたが、とても良い経験ができた」と
の感想をいただきました。
　今後も当委員会では、議会開会中に大地
震が発生した場合の議会運営方法や議員や
傍聴者の安全な避難などについてしっかり
と取り組んでまいります。

議場避難訓練
　　　　〜抜き打ちで実施〜
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子供たちを応援しよう
厚生文教常任委員会
◦タブレット型 PC の活用について
　6 月 22 日三芳小学校において、タブレッ
ト型 PC の活用状況について視察しました。
各委員からは、導入後の実態調査や効果の
検証が必要。学校の現場と教育委員会との
認識に違いがあるのではないかとの意見が
あり、更に、来年度は中学校へのタブレッ
ト型 PC の導入を検討していることから、委
員会として教育長への要望書を提出するこ
とに決定しました。
　9 月 26 日（水）「小中学校のタブレット
型 PC の活用についての要望書」を教育長に
提出しました。

◦学習支援に関する意見交換会を開催
　10 月 3 日（水）三芳町立中央公民館にお
いて学習支援に関する調査研究の参考とす
るために、町の現状を把握することを目的
として町内で活躍しているボランティア団
体や NPO 団体の皆様と意見交換会を開催し
ました。
　団体名（社会福祉協議会・テゾーロ、け
やきの家、街のひろば、塾カフェひだまり、
こころ三芳）
　貴重なご意見・ご要望を沢山いただきま
した。子供たちのさらなる学習支援に繋げ
ていきます。

教育長へ要望書を提出 学習支援団体との意見交換会
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議会広報広聴常任委員会
　7月19日、20日の2日間、検討課題となっ
ている議会だよりの編集について、埼玉県
寄居町、山形県川西町へ所管事務調査を実
施しました。
　寄居町議会では、定例会閉会後短期間で
中身の濃い編集作業を実施するため、編集
作業の初期段階から委員、事務局、印刷委
託業者がプロジェクターを使用し、画面を
見ながらその場で編集・校正をすることで、
時間のロスなく編集しているとのことでし
た。
　川西町議会では、「編集に関する覚え（発
行の目的、編集の基本、編集の日程、編集
の方針、議会広報モニター及びアドバイ

ザー）」を作成し、それに沿った形で編集を
進め、元学校長や元教員が務める文章アド
バイザーや写真アドバイザーが紙面構成な
どを毎号、チェックをしており、写真につ
いても写真の愛好家数名に依頼し研修等を
行っているとのことでした。
　これらを踏まえ、ページレイアウト、ス
トーリーや流れ、テーマ選定や町民の登場
機会等のしっかりとした編集方針の作成と、
それを委員の中で共有し編集を進めていく
ことが重要であると結論が出ました。
アドバイザー制度の検討や議会だよりモニ
ター制度の制定など引き続き委員会でより
よい議会だよりを目指し協議を進めて参り
ます。

町民から愛される
議会だよりをめざして

寄居町視察の様子 川西町視察の様子
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議員報酬について考える
議会運営委員会
　7 月 10 日、議員報酬について神奈川県葉
山町議会へ所管事務調査を実施しました。葉
山町では平成 23 年に報酬削減を求める陳情
書が提出された事を契機に報酬に関する議
論を開始。先進地として会津若松市議会へ
の視察や、山梨学院大学の江藤教授に調査
依頼を行うと共に、議員報酬の算定に当たっ
ては原価方式を採用し、議員の活動日数と
町長の年間職務日数を比べ、町長の報酬額
を基に比較を行っていました。また、住民
への説明のため報告書の作成も行っていま
した。
　この度の所管事務調査を受け、引き続き
委員会での協議を進めて参ります。

　8 月 7 日に藤久保公民館ホールにて、議
員報酬に関する町民との意見交換会を開催
致しました。

　以前から議会運営委員会では議員報酬に
関する協議を進めており、生活圏が同じで
ある近隣市議会の議員報酬との比較や、議
会活動日数と町長活動日数との比較など、
様々な方法で検討を進めて参りました。協
議を進める中で、神奈川県葉山町へ視察も
行いました。
　葉山町では議員報酬の検討を行う中で、町
民との意見交換会を開催しており、当委員
会としても三芳町議会基本条例に則って、町
民の意見を聴取するため意見交換会を開催
致しました。
　意見交換会では多数の町民の皆様にご参
加頂き、まず議員から議会運営委員会で作
成した資料の説明や今回の意見交換会に
至った経緯などをお伝えし、その後、ワー
クショップ形式で皆様から貴重なご意見を
多数頂きました。皆様から頂いた意見を参
考に、委員会で協議を進めて参ります。

所管事務調査を実施 町民との意見交換会
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第 1 回政策サポーター会議
　第 1 回政策サポーター会議が 8 月 23 日

（木）に開催されました。当日は、それぞれ
の自己紹介を行った後、これまでの経過や今
後の進め方について説明しました。また、議
会側から町が行っている緑の保全・活用施策
について説明し、サポーターの皆様と緑の保

全・活用に対する
考え方や日頃感じ
ていることなどを
中心に意見交換を行いました。
　法政大学の廣瀬先生、淑徳大学の松原先生
にも出席いただき、それぞれの立場から助言
をいただきました。第 2 回政策サポーター会
議から提言に向けて本格的な協議に入ってい
きます。

第 2 回政策サポーター会議
　第２回政策サポーター会議が 9 月 26 日（水）に開催されま
した。当日は、2 グループに分かれワークショップ形式で、「身
近な緑とは」「残すべき緑とは」「新たに作る緑とは」等につい
て意見を出し合いました。サポーターの皆さんが考える「身近
な緑」についてはほぼ同じでありました。その中で、これから
身近な緑を守り育てるためには、住民の参画や人づくりが大切
であるということとなり、今後、政策サポーター会議では、「緑
に対する意識の醸成、」「環境教育を含めた子どもたちのキャリ
ア教育」の 2 点を柱に提言を組み立てていくことになりました。

政策サポーター会議がスタート

身近な緑を守り育てるための環境整備

平成30年度　政策提言テーマ

三芳町議会
政策サポーター会議構成員

三芳町議会
政策サポーター会議アドバイザー

淑徳大学教授
松原　健司 氏
三芳町議会

政策アドバイザー
法政大学教授
廣瀬　克哉 氏

政策サポーター（７名）
日下部　辰　男　氏
酒　井　妙　子　氏
島　田　喜　昭　氏
田　村　博　一　氏
原　　　芳　彦　氏
村　上　久美子　氏
横　山　八重子　氏
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編集
後記

声の議会だより ： 朗読ボランティア「けやき」の皆さんが朗読したものを
　　　　　　　　三芳町議会ウェブサイトで聞くことができます。
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皆様の傍聴をお待ちしております

次の議会定例会は

https://www.facebook.com/miyoshimachigikai

三芳町議会 ウェブサイト

三芳町議会

http://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp/gikai/

開会の予定です（月）11 月 19 日

　

残
暑
が
厳
し
い
中
、
8
月
29

日
よ
り
開
催
さ
れ
た
9
月
定
例

会
は
24
日
間
に
わ
た
り
論
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
最
後
の
年
と

な
る
今
年
の
前
半
は
、
西
日
本
豪
雨
被
害
や

台
風
21
号
、
北
海
道
地
震
な
ど
の
災
害
が
相

次
ぎ
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
会
期
中
に
は
５
回
目
と

な
る
議
場
避
難
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
災

害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
。「
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と
日
頃
か
ら
の
訓
練
や

備
蓄
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
の
声
を
身
近
に
取
り
上
げ
、

皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
を
賜
り
ま
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▶議会の動画を配信しています。
　議員の一般質問等の動画をインターネット動画配信サ
イト YouTube 上でご覧になることができます。本号の
記事中にある動画のQR コードを読み込むか、下記
URL にアクセスしてください。
　なお、公開されている動画は三芳町議会の正式な記録
ではありません。正式な記録は議会ウェブサイトまたは
議会図書室にある会議録をご覧ください。また、
YouTube のページ上で表示される企業広告及び外部リンク等は、三芳町議会と一切関係はなく、その責任は負いません
ので予めご理解の上、ご利用いただきますようお願いいたします。

三芳町議会 中継ページ
https://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp/gikai/gikai-chukei.html


